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一

般

国

道

３

９

７

号

「

津

付

道

路

」

が

開
通 

東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら
の
復
興
を

加
速
さ
せ
る
復
興
支
援
道
路
の
開
通 

平
成
26
年
10
月
26
日
（
日
）
、
一
般
国

道
３
９
７
号
「
津
付
道
路
」
が
開
通
し
ま
し

た
。 さ

わ
や
か
な
秋
晴
れ
そ
し
て
紅
葉
が
映

え
る
中
、
開
通
に
先
立
ち
11
時
か
ら
、
住

田
町
、
大
船
渡
市
長
、
陸
前
高
田
市
長
、
関

係
地
権
者
、
県
議
会
議
員
、
県
・
気
仙
３
市

町
の
自
治
体
関
係
者
な
ど
約
70
名
の
出
席

の
も
と
、
開
通
式
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 式

で
は
、
子
飼
沢
橋
の
橋
名
板
を
揮
毫
い

た
だ
い
た
世
田
米
小
学
校
の
児
童
に
よ
る

作
文
発
表
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
・
く
す
玉
開
披
、

地
元
住
田
町
の
郷
土
芸
能
「
大
股
神
楽
」
の

披
露
、
開
通
記
念
パ
レ
ー
ド
な
ど
の
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

津
付
津
付
津
付
津
付

つ

づ

き

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り    

 

そ
の
後
、
午
後
３
時
か
ら
一
般
通
行
を
開

始
し
、
開
通
を
心
待
ち
に
さ
れ
て
い
た
地
元

の
皆
様
な
ど
多
く
の
方
々
が
新
し
い
道
路
の

開
通
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 
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復
興
支
援
道
路
一
般
国

道
３
９
７
号
津
付
道
路

開
通
プ
レ
イ
ベ
ン
ト 

「
道
路
探
訪
会
」
開
催 

 

平
成
26
年
10
月
13
日
（
月
・
祝
日
）、

一
般
国
道
３
９
７
号
津
付
道
路
・
開
通
プ

レ
イ
ベ
ン
ト
「
道
路
探
訪
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。 

 

台
風
が
迫
る
肌
寒
い
日
と
な
り
ま
し

た
が
59
名
（
女
性
39
名
、
男
性
20
名
）

の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

周
辺
の
山
々
が
紅
葉
で
色
づ
き
始
め

た
中
、
参
加
さ
れ
た
方
々
は
新
し
い
ト
ン

ネ
ル
・
橋
・
道
路
に
つ
い
て
の
説
明
に
耳

を
傾
け
な
が
ら
、
約
１
時
間
を
か
け
て
津

付
道
路
約
２
．
７
km
を
歩
き
ま
し
た
。 

 

記
念
品
の
住
田
町
産
木
材
を
使
っ
た

通
行
手
形
を
お
渡
し
し
、
会
は
無
事
終
了

し
ま
し
た
。 

 

○
津
付
ダ
ム
建
設
事
務
所
に
チ
ェ

ン
ソ
ー
ア
ー
ト
を
設
置 

 

事
務
所
前
に
２
体
の
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア

ー
ト
が
飾
ら
れ
、
来
庁
者
や
通
行
さ
れ
る

方
々
な
ど
多
く
の
人
の
目
を
引
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
津
付
道
路
開
通
式
の
開

催
に
あ
た
り
「
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
チ
ェ
ン
ソ

ー
ア
ー
ト
杣
遊
会
（
そ
ま
ゆ
う
か
い
）
」

に
製
作
を
依
頼
し
設
置
し
た
も
の
で
す
。 

 

幸
福
を
呼
ぶ
フ
ク
ロ
ウ
と
津
付
地
区

周
辺
で
見
ら
れ
る
イ
ワ
ナ
の
デ
ザ
イ
ン

を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

 

「津付だより」のバックナンバーを公開中→ http://www.pref.iwate.jp/⇒「組織から探す」⇒「広域振興局」⇒「沿岸広域振興

局（大船渡）」⇒「津付ダム建設事務所」⇒「おしらせ」 

≪10 月 13 日（月） 

：道路探訪会の様子≫ 

≪事務所前 

左側がフクロウ、右側がイワナ≫

《テープカット・くす玉開披》 

上段：《大股神楽》 

下段：《パレード状況》



    

一般国道３９７号は、大船渡市から住田町、奥州市を経て秋田県横手市に至る、

延長約１５０ｋｍの道路であり、産業振興や救急医療、地域間の交流を支える幹線

道路として大きな役割を果たしているほか、災害が発生した場合に優先的に交通の

確保を図る緊急輸送道路にも指定している重要な路線であり、岩手県東日本大震災

津波復興計画（復興実施計画）において復興支援道路に位置付け、重点的に整備を

進めています。 

「津付道路」は、気仙川流域の住民を洪水被害から守るために大股川に計画され

た津付ダムによって水没する付替国道として整備されたものです。ダム建設は平成

２３年３月発災の東日本大震災津波復旧・復興による気仙川流域の治水対策を見直

し、やむを得ず中止することとしましたが、震災以降『復興支援道路』として事業

を継続し、平成１７年度から調査設計を進め、１９年度には工事に着手し、約１０

年の歳月を経て、住田町高屋敷地区から子飼沢地区までの約２．７ｋｍが完成しま

した。 

【津付道路の概要】【津付道路の概要】【津付道路の概要】【津付道路の概要】    

延 長 幅 員 事業費 事業期間 設計速度 最急縦断勾配 

2,660ｍ 土工区間 9.5m 

構造物区間 8.0m 

約 69 億円 平成 17 年度 

～平成 26 年度 

60km/h 4％ 

 

一般国道３９７号一般国道３９７号一般国道３９７号一般国道３９７号    「津付道路」事業概要「津付道路」事業概要「津付道路」事業概要「津付道路」事業概要    
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